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研究成果の概要（和文）：産後の女性を対象に半構造化インタビューを実施し、産後1か月の授乳婦の食生活に
関する心理社会的経験、新型コロナウィルスパンデミック下における妊娠中の食生活や身体活動、外出行動の調
整の背景にある思い、経産婦の妊娠中の食生活・身体活動に関する経験とその背景にある思い、非妊時にやせで
あった妊婦における体重や体型への思いを明らかにした。さらに、周産期にある女性の生活習慣に関する心理社
会的経験について分析を進めている。妊婦や産後女性への生活習慣に関する保健指導の際には、本研究で抽出さ
れた心理社会的経験を考慮することで、より個々の状況に応じた保健指導内容となることが期待される。

研究成果の概要（英文）：Semi-structured interviews were conducted with postpartum women to clarify 
the psychosocial experiences regarding lifestyle, including: dietary habits during the first 
postpartum month, experiences and attitudes regarding dietary habits, physical activity, and 
outgoing behavior during pregnancy throughout the COVID-19 pandemic, experiences and attitudes 
regarding dietary habits and physical activity during pregnancy among multiparous women, and 
attitudes towards body weight and shape during pregnancy among women who were underweight 
pre-pregnancy. Taking into account the experiences and attitudes extracted from these interviews, 
which vary according to the characteristics of the target population and their environment, will 
lead to more effective health guidance tailored to individual situations.

研究分野： 看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
周産期の生活習慣に関連した心理社会的経験は対象者の背景により異なるが、本邦ではその経験や背景にある思
いについて着目した研究は殆ど見られない。生活習慣の行動変容を目指す介入方法を検討するために、対象者の
心理社会的状況を考慮することは必要不可欠である。本研究で、周産期の生活習慣の調整やその背景にある思い
は個々の特徴や環境により様々であり、それらが行動変容に大きく影響する可能性があることを明らかにしたこ
とで、今後、より効果的な保健指導内容や介入方法を検討する際の根拠となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本邦では低出生体重児割合の増加が問題となっており、この要因として、妊娠中の体重増加不

良や必要な栄養素（鉄、葉酸等）の摂取不足が指摘されている。また、妊娠糖尿病を有する妊婦
も増加しており、予防法として歩行等の定期的な身体活動が重要であることが示されている。産
後においても、分娩後の身体回復や母乳分泌のため、たんぱく質や鉄等の十分な摂取や家事・育
児を含む適度な身体活動が必要となる。これらの時期の生活習慣（食事・身体活動）に対する保
健指導介入は、体重管理や合併症予防、心身の健康維持につながるため重要である。妊娠中や産
後に推奨される栄養素の摂取や身体活動状況は明らかになっており、また、個々の生活習慣に基
づいた介入の必要性は理解されているものの、推奨量を満たすために有効な介入方法は未だ確
立されていない。 
これまで本邦で実施された妊娠期の生活習慣改善に対する保健指導介入研究では、その効果

は部分的で、十分とは言えなかった。この理由に、対象者の心理社会的要因が考慮されていない
こと、対象者が求める情報と医療者が提供する情報が乖離している可能性が考えられる。欧米で
は、周産期における生活習慣改善や良好な体重管理等の健康行動には、ボディイメージや児への
思い、サポート状況や家族の考えといった心理社会的要因が大きく関わっていることが指摘さ
れており、個々の状況に応じた医療者の介入が求められている。この関連要因は文化的背景によ
って異なるが、妊婦や産後女性の生活習慣改善に関する心理社会的経験を詳細に調査した研究
は本邦ではほとんどなく、どのような経験や態度が生活習慣改善を促進・阻害するのかは明らか
になっていない。これらの経験や態度およびその影響過程を明らかにすることで、より効果的な
保健指導内容や介入方法の検討が可能となる。 
 
２．研究の目的 
【目的 1】妊婦の生活習慣（食事・身体活動）や体重増加への思い、生活習慣に関連する経験、

保健指導へのニーズ（情報・働きかけ）を明らかにする。 
【目的 2】産後女性の生活習慣（食事・身体活動）や体重減少への思い、生活習慣に関連する経

験、保健指導へのニーズ（情報・働きかけ）を明らかにする。 
【目的 3】医療者による妊婦や産後女性の生活習慣（食事、身体活動）改善に向けた保健指導内     

容・介入方法を、目的 1, 2 の結果、および、妊婦・産後女性を対象とした先行研究の   
食事・身体活動の量的研究結果を踏まえて検討し、妊娠期・産後のそれぞれの保健指 
導介入マニュアルを作成する。 

 
３．研究の方法 
1）研究参加者 
東北地区、関東地区、関西地区、九州地区で実施されたコホート研究の調査対象者から、イン

タビュー調査への協力の意思を示した対象者に研究協力を依頼した。2021 年 7 月から 2022 年 7
月に産後 2–3 か月の女性に半構造化インタビューを実施した。妊娠中に何らかの疾患によって食
事制限をした女性は、疾患が食生活に影響する可能性があるため除外した。また、精神疾患既往、
日本語の聞き取りが困難である女性は、インタビュー調査による参加者の負担を考慮し、除外し
た。 
2）調査方法 
研究参加者には個別に、インタビューガイドを用いた半構造化インタビューを行った。研究参

加者には、インタビュー開始前に再度、文書および口頭にて調査の概要を説明し、口頭にて研究
協力の意思を確認した。インタビューはオンラインで実施し、対象者の了解を得て IC レコーダ
ーで記録した。 
3）分析方法 
質的記述的アプローチ（Sandelowski, 2000）を参考に、研究参加者ごとのインタビューデー

タを分析単位とし、以下の手順で帰納的に分析を行った。半構造化インタビューで収集した音声
データを文字に起こし、逐語録を作成した。逐語録の内容を理解するために読み込みを行ったう
えで、食生活に関わる心理社会的経験について意味内容ごとに１つの単位として抽出し、生デー
タに近い言い換えを行って語りを整理した。必要に応じて生データに立ち返り、語りの文脈の中
で意味を考えながら、意味内容を損なわないように簡約化し、コードとして抽出した。共通性の
あるコードを比較、分類しながらサブカテゴリーとして統合し、サブカテゴリー間の関係や類似
性、相違性を考慮し、カテゴリーとして統合した。サブカテゴリー・カテゴリーはデータ内容に
対して特徴的な言葉を用いて命名した。データの分析はインタビューの実施と並行して行った。 
4）倫理的配慮 
本研究は、大阪大学医学部附属病院倫理審査委員会（No.20525）の承認を得て実施した。研究

協力依頼時には、研究協力の任意性と撤回の自由、研究目的、調査内容、個人情報の保護、研究
結果の公表について口頭及び文書を用いて説明し、同意を得た。 
 
 



４．研究成果 
1) 健康的な食生活への動機づけを持つ日本人授乳婦の食生活に関わる心理社会的経験 
産後 2-3 か月の授乳婦 18 名（平均 34 歳、初産婦 9 名、経産婦 9名）を分析対象とした。授乳

婦の食生活に関わる心理社会的経験として、25 のサブカテゴリー、9のカテゴリー、4のコアカ
テゴリーを抽出した（表 1）。 
 
表 1．日本人授乳婦の食生活に関わる心理社会的経験 
コアカ
テゴリ 

カテゴリー サブカテゴリ―  
自
身
や
家
族
に
と
䣬
て
健
康

的
な
食
事
を
摂
り
た
い
と
い

う
思
い 

産後の体のために良い食
事を摂りたいという思い 

乳腺炎を予防したいという思い  

分娩・産褥経過に関連した自身の健康に対する危機感  

育児を行うために自身が健康でいたいという思い  

妊娠で増えてしまった体重を減らしたいという思い  

児の健康や成長のために
母乳に良い食事を摂りた
いという思い 

児に質の良い母乳を飲んでほしいという思い  

児に飲ませるために母乳をたくさん出したいという思い  

家族にとって良い食事を
用意したいという思い 

家族に健康的で生活リズムに合った食事を摂ってほしい
という思い 

 

食
事
に
関
す
る
情
報
の
取
得

や
食
事
の
用
意
に
関
わ
る
困

難
感 

授乳中の食事に関する情
報を得る難しさ 

授乳中に良い食事の具体的な量や内容に関する情報を見
つける難しさ 

 

授乳中の食事に関する様々な情報から正しい情報を選択
する難しさ 

 

産後特有の状況による食
事の用意に対する負担感 

児に合わせた生活の中で食事の用意の時間を確保するこ
との難しさ 

 

家事や育児で忙しい中での自身の食事の優先順位の低下  

母乳に良いとされている和食を作ることへの苦手意識  

出産の影響による食事の用意への身体的負担感  

食
生
活
を
支
え
る
資
源

や
支
援 

産後特有の生活の中での
食事の用意の負担を軽減
するサービスや食品の利

用 

忙しい産後の生活の中で食事の用意の手間を軽減するミ
ールキットの使用 

 

忙しくて食事の用意ができない時のためのインスタント
食品のストック 

 

買い物に行く負担を減らすための宅配の利用  

産後の食生活に対する家
族からの支援 

夫や父母が代わりに買い物や調理を担当  

調理をしている間の家族による児の見守り  

家族からの産後の食事に関する情報提供  

産
後
・
授
乳
期
特
有

の
食
事
に
対
す
る
価

値
観
や
欲
求 

妊娠や授乳の影響による
食事への欲求の変化 

授乳の影響による食事への欲求の強まり  

授乳中の禁酒の影響による甘いものへの欲求の強まり  

妊娠中の食事の変化の反動による食事への欲求の変化  

妊娠によって変化した食事への慣れ  

産後のストレスへの対処
行動としての食事の位置

づけ 

息抜きが少ない産後の生活の中での楽しみとしての食事
の存在 

 

食事によるストレス解消の習慣  

 
2) COVID-19 パンデミック中に妊娠が判明した日本人女性の身体活動と食生活の経験 
産後 2-3 か月の日本人女性 19 名（平均年齢 35 歳、初産婦 11 名、経産婦 8名）を分析対象と

した。COVID-19 パンデミック中に妊娠が判明した女性の生活習慣に関する経験として、12 のサ
ブカテゴリー、6のカテゴリーが抽出された（表 2）。 
 
表 2．COVID-19 パンデミック中に妊娠が判明した女性の生活習慣に関する経験 

カテゴリー サブカテゴリー 

より感染予防を意識した生活習慣へ
の変化 

密を避ける生活に伴い、身体活動が変化 
より感染予防を意識した食生活に変化 

妊娠を機とした、自粛生活に合わせ
た生活習慣の改善 

自粛生活中の健康を意識した運動を実施 
コロナ禍での妊娠を機とした生活習慣の調整 

自粛生活中の気分転換のための生活
習慣の変化 

自粛生活中の気分転換のための身体活動 
自粛生活中の気分転換のための食生活の変化 

夫の在宅ワークに伴い、妊娠中の生
活習慣が変化 

夫との家事分担により妊娠中の身体活動が減少 
夫の在宅ワークに伴い妊娠中の食生活が変化 

感染予防を考慮した上で生活習慣を
維持 

感染予防対策の実施により、生活を維持 
感染への怖さが薄れることによる生活の維持 



元から行っていた感染リスクの低い生活習慣の継続 
上の子の育児に合わせた生活習慣を
維持 

上の子の育児に合わせた生活を維持 

 
3）初産婦の COVID-19 パンデミック下における妊娠中の外出行動の調整 
2021 年 5-7 月に出産された産後 2-3 か月の初産婦 11 名（30 歳代 9 名、40 歳代 2 名）を分析

対象とした。研究参加者の語りに基づき 21 のコードを抽出し、13 のサブカテゴリー、5のカテ
ゴリーを得た（表 3）。 
 
表 3．COVID-19 パンデミック下の妊娠中の外出行動の調整 

カテゴリー サブカテゴリー 
妊娠中の感染リスクを減らすため
に外出行動を制限 

感染による胎児への影響を心配し、勤務状況を調整 
妊娠を機に感染リスクの低減のために買い物方法を調整 
感染を怖れ、妊娠中は外での人との接触を極力回避 

妊娠中・産後の生活や健康を意識
し、人との接触が少ない外出行動を
増加 

妊娠中の健康のために感染リスクの低い散歩を開始 
感染に注意しながら、出産前に行っておきたい場所へ外出
妊娠中も感染を過度に気にせず、産休前の引継ぎのために
勤務日数を増加 

優先したい外出行動は感染に注意
しながら妊娠中も継続 

生活する上で優先度の高い買い物は継続 

COVID-19 パンデミック下であっても、妊娠中も心身の健
康のために外での運動を継続 

娯楽のための外出における人との接触機会の調整を継続 
妊娠中も感染を過度に気にする必
要はないと思い、外出行動を継続 

妊娠中も感染をむやみに怖がらず、出社を継続 
妊娠中も感染を過度に気にせず、買い物を継続 

外出や人との接触を極力しない生
活を妊娠前から継続 

妊娠前からの感染リスクの最も低い勤務方法を継続 
妊娠前からの外食しない生活を継続 

 
4．経産婦の妊娠中の身体活動・食生活に関する経験とその背景にある思い 

 第 2 子以降を出産後 2–3 か月の経産婦 17 名（20 歳代 1 名、30 歳代 14 名、40 歳代 2 名）を
分析対象とした。経産婦の妊娠中の身体活動・食生活に関する経験とその背景にある思いについ
て、18 のコード、10 のサブカテゴリー、5 のカテゴリーが抽出された（表 4）。 
 
表 4．経産婦の妊娠中の身体活動・食生活に関する経験とその背景にある思い 

カテゴリー サブカテゴリー 

妊娠中も上の子の生活を中心に考え、以
前の生活行動を継続 

妊娠中も上の子の生活を変えないように生活す
る 
上の子のために必要なことを妊娠中の健康のた
めに活用する 

つわりや切迫早産徴候がある中でも上の
子の育児や関連する家事は欠かせないと
考え、最低限実施 

つわりがある中でも上の子の育児や関連する家
事は欠かせないと考え、最低限行う 
切迫早産徴候があっても、身体活動が増えないよ
う工夫しながら上の子の育児を行う 

上の子の育児そのものや夫と上の子のサ
ポートにより、受動的に身体活動や食事
量が減少 

上の子の育児やつわりのために、無意識に食事
量が減少する 

上の子の生活を優先することで自身の運動の機
会が減少する 

上の子の存在に関連した夫のサポートの増加や
上の子のサポートにより家事負担が減少する 

今回の妊娠期間は健常に過ごしたいとい
う思いから、上の子の妊娠時の経験やリ
スクを教訓として生活 

上の子の妊娠時に経験した疾患やけがを予防す
るために生活行動を調整する 

つわり症状を軽減するために上の子の妊娠時の
経験を参考に食事を工夫する 

今回の妊娠転帰をより良くするために、
上の子の妊娠時に予防のために行ってい
た生活行動を今回も意識的に実施 

上の子の妊娠時に得た妊娠中の身体と胎児の健
康に関する知識を今回の妊娠時も意識して生活
する 

 
5．結論 
妊娠中や産後には、それぞれの時期に特有の生活習慣の調整の経験やそれに関連した思いを有



していた。また、他国の調査では示されていなかった日本人女性特有の思いも示された。本研究
で生活習慣の調整の背景にある思いを明らかにしたことで、今後、保健指導内容や介入方法を検
討する際の根拠となり、個別の状況に応じたより効果的な保健指導の実施につながることが期
待される。 
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